
木曽協和産業株式会社

林野庁中部森林管理局木曽森林管理署
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木曽協和産業株式会社 下島 仁

木曽森林管理署 北沢伸之
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長野県木曽郡木曽町開田 新高国有林８０７林班ろ小班ほか
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開田高原マイアスキー場



新高国有林 ８０７林班ろ小班ほか

主な樹種：カラマツ

林 齢：４０年生～６０年生

ha当たり蓄積材積：２８７ｍ３

平均胸高直径：１８ｃｍ

平均樹高：１４ｍ

林地傾斜：１３度
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林分概要



面 積：４０．４１ha

資材材積：４，０３０ｍ３

生産予定材積：２，２９０ｍ３

生産実行材積：１，３６８ｍ３

利 用 率：３８％

間伐方法：初回間伐

列状（４ｍ伐８ｍ残）

新設距離：３，７４０ｍ

路網密度：９１ｍ／ha
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林道

作業道

ストックポイント

凡　　　例
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木曽協和産業株式会社
素材生産体制 ７人 １班

保有機械

スイングヤーダ：１台 集材機 ：８台

プロセッサ ：１台 グラップル：１台

年間生産量

民有林 ０ｍ３、国有林４，７１７ｍ３

主伐・間伐別生産量

主伐 ０ｍ３、間伐４，７１７ｍ３

現場職員１人当たり生産量 ６７４ｍ３／人
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森林作業道
ﾊﾞｯｸﾎｰ
0.45
１台
１名

伐 倒
ﾁｪﾝｿｰ

２名～７名

集 材
ｽｲﾝｸﾞﾔｰﾀﾞ
0.45
１台

２名～３名

造 材
ﾌﾟﾛｾｯｻ
0.45
１台
１名

林内運搬
ﾌｫﾜｰﾀﾞ
４ｔ
１台
１名
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作業工程
森林
作業道

伐倒
木寄
集材

造材
林内
運搬

システム

目 標 58.84 25.00 9.13 15.00 40.00 3.64

実 行 91.08 14.08 9.71 19.95 25.57 3.48

増 減 155% 56% 106% 133% 64% 96%

目標及び実行林内労働生産性
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達成及び未達成の原因・分析等の概要

・一本あたり材積が０．１８ｍ３と小さい上、
素材にならない太さのシラベ、コメツガ等
の処理が多く、伐倒作業に手間取った。

・土質が御嶽山の火山灰による黒ボク土であ
り、火山岩等の岩も多くあるため森林作業
道の作設も大変でした。
また、雨が降ると地下に浸透することなく
地表面を流れ一気に河川の水が増水するた
め難しい事業地でした。
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ＰＤＣＡサイクルの活用について
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7月15日
長野・愛知労働局
合同研修会

９月1０日
国有林モニター
現場見学
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工程別生産性の推移
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事業体として
・作業員全員で日々の生産数量を事業日報
で把握することで生産性向上への意識を
高めることができた。

効 果

発注者として
・モデル事業地以外の生産請負事業地にお
いても同一様式で日報等の作成、提出を
依頼したことにより事業毎の生産性を確
認し活用することができた。
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・目標生産性設定時の現地確認の
強化

・生産性に表れない部分（準備作業、
片付、日報処理事務等）の効率化

・日報の簡素化

課 題
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事業体として
・日報を随時チェックし生産数量の誤差を少な
くすることにより精度の高い分析に心がける。

平成２８年度事業実行にむけて

発注者として
・モデル事業地を活用する中で、林業事業体及
び事業担当者等の人材育成を行う。また、民
有林関係者と生産性向上について連携して取
り組む。

目指せ 木曽谷流域素材生産量

１０万m3
(民国計H30年度)



ご清聴ありがとうございました。


